
保護するデータのボリュームに対応しよ
うとすると労力も時間もかかる可能性が
ありますが、そのデータのストレージを
管理すれば簡単です。Quest DRシリー
ズDisk Backup Applianceは、バックアッ
プの管理をシンプルにするオールインク
ルーシブのソフトウェアソリューション
で数百もの受信バックアップストリーム
に対応するよう設計されているため、
他の業務に時間を割くことが可能となり
ます。

このアプライアンスはバックアップ・ソ
フトウェア・アプリケーションと連動
して機能し、ディスクに書き込まれる
データを信頼性の高いリカバリで保護で
きます。ストレージグループ、Secure 
Erase、ユーザー管理といった新しい機
能を利用すれば、組織の具体的な要件に
合わせて使用ポリシーを柔軟に調整でき
ます。

Quest DRシリーズアプライアンスの
特長は次の通りです。

• バックアップの拡大 ̶ 15を超える
バックアップアプリケーションと
Encryption at Rest、Secure Eraseな
どの高度なセキュリティ機能をサ
ポートすることで、より多くのサー
バとアプリケーションのバックアッ
プに対応

• ストレージの削減 ̶ 可変ブロッ
ク、インライン重複除外、圧縮を使
用してバックアップデータに必要な
バックアップストレージを平均コス
ト16円/GBで平均15:1まで削減

• パフォーマンスの向上 ̶ 内蔵アク
セラレーター、論理ストレージグ
ループ、ファイバチャネル接続と
VTLのサポートにより、データの取

り込みと管理時のパフォーマンスを
向上

TCOを削減する低価格アプライアンス
で、お客様から高い評価を獲得

DRシリーズのアプライアンスが市販さ
れてから6年の間、バックアップデータ
の管理にかかるTCOを削減できるとお客
様から常に高く評価されています。アプ
ライアンスの導入のシンプルさ、管理し
やすさ、そして何より信頼性の高さを見
れば、この評価は当然のことです。オー
ルインクルーシブのライセンスのため、
将来的な機能やアップグレードに費用を
かけたり、複製、暗号化などの追加コス
トを懸念したりする必要もありません。

柔軟性と拡張性で具体的なニーズに
対応

DRシリーズでは、3つの物理構成と1つの
仮想構成が可能です。

• DR4300e ̶ 4.5 TBをベースとし、
インプレースで9 TBの使用可能容量
に拡張可能（拡張シェルを1台追加
することで27 TBまで拡張可能）

• DR4300 ̶ 使用可能容量が18 TBま
たは36 TBのベースモデル（36 TBの
拡張シェルを2台追加することで最
大108 TBまで拡張可能）

• DR6300 ̶ 使用可能容量が36 TBま
たは72 TBのベースモデル（72 TBの
拡張シェルを4台追加することで最
大360 TBまで拡張可能）

• DR2000v ̶ VMサーバにインス
トールするソフトウェアバージョ
ンのアプライアンス（VMサーバの
ディスクを使用して、1 TB、2 TB、
4 TB、12 TBの容量のデータ保存に
対応）

Quest DRシリーズ - 
Disk Backup Appliance
バックアップ頻度の向上、ストレージ容量の節約、パフォーマンスの改善

メリット:
• 主要なバックアップアプリケー
ションを簡単に導入できるようサ
ポート

• 重複除外と圧縮によりバックアッ
プストレージのコストを最大16円/
GBまで削減

• プロトコルアクセラレーター
を内蔵し、データ取り込みを
最大29 TB/時まで高速化

• オールインクルーシブのライセン
スでTCOを削減

• セキュリティセーフガード 
 （Encryption at Rest、Secure 
Erase）でデータ保護とコンプライ
アンスを強化

• クラス最高レベルのデータ整合性
機能（NVRAM、ファイル・システ
ム・ヘルス・チェック、RAID6スト
レージ、ホットスペア）を提供

• VTLライブラリでテープ管理の労力
を排除

バックアップ頻度
の向上、ストレー
ジ容量の節約、 
パフォーマンスの
改善



DRシリーズのアプライアンスにバック
アップされたデータは、仮想共有また
はコンテナ（DR2000vは8個、DR4300e
は32個、DR4300は64個、DR6300は128
個）として処理されます。アプライアン
ス内蔵のソフトウェアにより、ベースユ
ニットとすべての拡張シェルフの既存容
量は自動的に分割されるため、ユーザー
がストレージプロビジョニングを実行す
る必要はありません。

DRアプライアンスの最新オペレーティ
ングシステム（4.0）では、論理スト
レージグループを作成することが可能と
なり、バックアップデータを部門、ワー
クグループ、顧客などで分割できるよう
になりました。ストレージグループで
バックアップデータの境界を定義するた
め、あるグループのデータが他のデータ
と混在することはありません。例えば、
エンジニアリングのデータをストレージ
グループA内の1つ以上のコンテナに保存
し、顧客サービスのデータをストレージ
グループBのコンテナに保存することが
できます。

インライン重複除外とDR RAPIDテク
ノロジーのプラグインでパフォーマン
スを向上

DRシリーズのアプライアンスでは重複
除外メカニズムにより数百もの受信デー
タストリームを効率よく処理し、可変長
の変動形式を使って重複除外を行うこと
で最適な容量の最適化を実現します。
データの整合性を確保するため、アプラ
イアンスハードウェアには書き込みアク
セラレーション・モジュール・カード、
コリジョン検出、ファイルシステム整合
性チェックが含まれ、既存のデータを定
期的に読み直し、チェックサムを比較し
てデータの整合性を検証します。

バックアップに速やかに対応できるよ
う、アプライアンスのライセンスでは、
追加費用なしで、DR Rapidテクノロジー
のプラグインも利用できます。モジュー
ルをクライアントまたはメディアサー
バにインストールし、Veritasのアプリ
ケーション（OST for BackupExecまた
はNetBackup）やQuestのアプリケー
ション（RDA for NetVault Backupまた
はvRanger）と組み合わせて使用して、

チャンキングやハッシュ計算をソースで
実行することでデータ取り込みを迅速に
処理します。バックアップアプリケー
ションでNFSまたはCIFS接続を使用して
いる場合は、DR Rapidに組み込まれて
いる業界初のソース側重複除外アクセ
ラレーターのRapid NFSとRapid CIFSに
よって、データの取り込みを29 TB/時ま
で高速化できます。

セキュリティ機能で保護を強化

バックアップしたデータも保護する必
要があるため、Quest DRシリーズのア
プライアンスには、Encryption at Rest、
Secure Erase、FIPS 140-2準拠の機能が
組み込まれています。Encryption at Rest
では業界標準の256ビットAdvanced 
Encryption Standard（AES）キーを使用
します。このキーはワンタイムとしてま
たは定期的にアプライアンスで生成され
ます。また、アプライアンスは暗号化モ
ジュールに関する米国政府コンピュータ
セキュリティ標準FIPS 140-2にも準拠し
ています。Secure Erase機能が加わった
ことで、DRシリーズのアプライアンス
は米国国防保安局（DSS）が開発した標
準にも準拠するようになり、米国政府や
民間企業のディスクからデータを完全に
削除する問題も解決されます。

VTLのサポートによってレガシーデー
タを保護しテープ管理の労力を省く 

レガシーデータやNASサーバからテー
プ形式で送信されたデータの保護が要
件に含まれている場合、DRシリーズの
アプライアンスでは、NDMP、8 GBま
たは16 GBのファイバチャネル、または
iSCSI接続を使用する仮想テープライブ
ラリ（VTL）をサポートしています。1
台のDRシリーズアプライアンスで、4個
のVTLライブラリまたはコンテナに対応
できます。各ライブラリ/コンテナ内の
仮想LTO-4テープドライブは、さらに仮
想カートリッジに分割され、そこにバッ
クアップデータが保存されます（アプラ
イアンスあたりのカートリッジの上限数
は10,000です）。NDMP、FC、iSCSI接
続を使用するVTLコンテナは、ディザス
タリカバリサイトとして指定された別の
DRシリーズのアプライアンスに複製で
きます。

エッジからコアまでの保護
DR2000v仮想アプライアンス
で、ローカルにあるデータも
ブランチにあるデータも保護

拡張性 
DR6300では5ペタバイトを超
える論理容量に拡張可能

従量課金式の拡張 
最大1台、2台、または4台の拡
張シェルフをサポート

ニーズに合わせてより柔軟に
対応 
ストレージグループ、ファイ
バチャネル接続、VTLによる
複製



DRシリーズのアプライアンスにファイ
バチャネルが加わったことで、NDMP
バックアップと既存の光ファイバチャネ
ルファブリックを利用して、従来の銅線
ネットワークよりも迅速にバックアップ
ワークロードを直接アプライアンスに
送信できるようになりました。DRアプ
ライアンスは、1つのデュアルポート・
ファイバ・チャネル・カードと最大240
のVTLストリームをサポートできます。

仮想アプライアンスによるエッジから
コアまでの保護

リモートオフィスやブランチオフィスの
データ保護には、既存の仮想インフラス
トラクチャを利用できるDR2000vをお
勧めします。このソフトウェアソリュー
ションは、重複除外、圧縮、複製、プロ
トコルアクセラレーター、Encryption at 
Restなど、物理DRシリーズアプライアン
スと同等の機能を数多く備えています。
仮想アプライアンスは、1 TB、2 TB、
4 TB、12 TBの容量に設定し、現在の
バックアップアプリケーションやスト
レージ用の仮想サーバディスクと共に既
存の仮想マシンサーバで実行されます。
DR2000vのバックアップワークロード
は、ディザスタリカバリのニーズに合わ
せて別のDR2000vまたは物理DRシリー
ズアプライアンスに複製できます。

シンプルな管理で毎日の生産性を向上

ITの業務はすべて毎日行うため、処理は
またたく間に複雑化する可能性があり
ます。このため、DRアプライアンスを
セットアップする際に、システム管理者
は、特定のバックアップアプリケーショ
ンへの接続に必要なプロトコルなど、
個々のユーザーロールを指定できます。
このロールは後で変更可能で、単一の画
面からアプライアンス全体のロールを確
認できます。全体的なシステムヘルスを
確認できるよう、モニターとEメールの
みのユーザー向けのロールもあります。

ユーザーインターフェイスが刷新され、
管理者やユーザーはアプライアンスの統
計情報、重複除外率、ヘルス状況を確認
できるようになりました。より柔軟性の
高い管理や現場を離れているときの監視
には、アプライアンスダッシュボードへ

のモバイルアクセスが利用可能です。ま
た、アプライアンス（物理および仮想）
のネットワークがある状況では、グロー
バルビュー機能により単一の画面からす
べてのアプライアンスのステータスを確
認できます。

データセンターの将来的なニーズに
対応

費用効果の高い重複除外とバックアップ
ワークロードの安全なデータストレー
ジ、そして信頼性の高いリカバリによ
り、ディスクバックアップに要するコス
トは大幅に削減されます。DRシリーズ
のアプライアンスと重複除外テクノロ
ジーは、Questのデータ保護ビジョンの
未来に欠かせない存在です。

問題の解決 

24時間365日体制の卓越したQuestサ
ポートを活用することで、複雑化したIT
業務の軽減、無駄の排除、コストの削減
を実現できます。業界認定を受けたバッ
クアップ&リカバリのサポートエンジニ
アで構成されるグローバルチームが、稼
働時間を向上させ、IT投資を最大限に活
用できるよう、お客様を全面的にサポー
トします。さらに、リモート・インス
トール・サービスを利用して、重要な要
素の構成と検証を行い、動作性能を最適
化することができます。

詳細情報: quest.com/products/dr-series-
disk-backup-appliances

QUEST®について

Questは、単調な管理タスクを減らし、
ビジネスの成長に必要なイノベーション
に集中できるよう、お客様をサポートし
ます。スケーラブルかつ低コストで使い
やすいQuestのソリューションにより、
効率性と生産性を最大限に高めることが
できます。Questは、グローバルコミュ
ニティの一員としてイノベーションに取
り組むための環境をお客様に提供すると
共に、お客様の満足を追求しています。
今後も、Azureクラウド管理、SaaS、セ
キュリティ、モバイルワーク環境、デー
タ主導の洞察のための包括的なソリュー
ションの提供を加速化してまいります。

内蔵ソフトウェアに
より、ベースユニッ
トとすべての拡張
シェルフの既存容量
は自動的に分割され
るため、ユーザーが
ストレージプロビ
ジョニングを実行 
する必要はありま 
せん。

https://quest.com/products/dr-series-disk-backup-appliances/
https://quest.com/products/dr-series-disk-backup-appliances/


機能 DR4300e DR4300 DR6300 DR2000v

フォームファクタ 2U 2U 2U なし

内蔵ストレージ 専用ディスク上に冗長OSス
トレージ（シャーシ内）3.5
インチドライブ x 12、ニアラ
インSASハードウェアRAID 6
構成（ドライブ x 11 + ホット
スペア x 1）

専用ディスク上に冗長OSス
トレージ（シャーシ内）3.5
インチドライブ x 12、ニアラ
インSASハードウェアRAID 6
構成（ドライブ x 11 + ホット
スペア x 1）

専用ディスク上に冗長OSス
トレージ（シャーシ内）3.5
インチドライブ x 12、ニアラ
インSASハードウェアRAID 6
構成（ドライブ x 11 + ホット
スペア x 1）

仮想アプライアンス 
 （VMware ESXi（5.0/5.1/5.5）、 
Microsoft Hyper V（2008 
R2/2012/2012 R2））をホス
トするサーバ内のストレージ
ディスクを使用

サポートする 
プロトコル

NFS、CIFS、Rapid NFS、
Rapid CIFS、OST、RDA、
NDMP、iSCSI

NFS、CIFS、Rapid NFS、
Rapid CIFS、OST、RDA、
NDMP、iSCSI

NFS、CIFS、Rapid NFS、
Rapid CIFS、OST、RDA、
NDMP、iSCSI

NFS、CIFS、OST、RDA

ネットワーキング ノードごとにネットワー
ク・ドーター・カードを次
のオプションから1つ選択: 
10 GbE x 2ポート + 1 GbE 
 （base TまたはSFP+/ケーブ
ル接続型SFP+）x 2ポート、
1 GbE x 4ポート、10 GbE 
 （SFP+/ケーブル接続型
SFP+）x 4ポート

オプションで1つのアドオ
ンNICを追加: 1 GbE x 4ポー
ト、10 GbE x 2ポート、
10 GbE（BASE-TまたはSFP+/
ケーブル接続型SFP+）x 2
ポート

ノードごとにネットワー
ク・ドーター・カードを次
のオプションから1つ選択: 
10 GbE x 2ポート + 1 GbE 
 （base TまたはSFP+/ケーブ
ル接続型SFP+）x 2ポート、
1 GbE x 4ポート、10 GbE 
 （SFP+/ケーブル接続型
SFP+）x 4ポート

オプションで1つのアドオ
ンNICを追加: 1 GbE x 4ポー
ト、10 GbE x 2ポート、
10 GbE（BASE-TまたはSFP+/
ケーブル接続型SFP+）x 2
ポート

ノードごとにネットワー
ク・ドーター・カードを次
のオプションから1つ選択: 
10 GbE x 4ポート + 1 GbE 
 （BASE-TまたはSFP+/ケーブ
ル接続型SFP+）x 2ポート、
1 GbE x 4ポート、10 GbE 
 （SFP+/ケーブル接続型
SFP+）x 4ポート

オプションで1つのアドオ
ンNICを追加: 1 GbE x 4ポー
ト、10 GbE x 2ポート、
10 GbE（BASE-TまたはSFP+/
ケーブル接続型SFP+）x 2
ポート

1 GbE x 2ポート

ファイバチャネル
ネットワーキング

デュアルポート8 GB光
ファイバチャネルHBA、 
またはデュアルポート16 GB
光ファイバチャネルHBA

デュアルポート8 GB光
ファイバチャネルHBA、 
またはデュアルポート16 GB
光ファイバチャネルHBA

システム管理 iDRAC 8 Enterprise iDRAC 8 Enterprise iDRAC 8 Enterprise なし

寸法 2U RACマウント可能
シャーシ:

高さ: 8.73 cm（3.44インチ） 
x 幅: 48.2 cm（18.98イン
チ） x 奥行き: 75.58 cm 
 （29.75インチ）

2U RACマウント可能
シャーシ:

高さ: 8.73 cm（3.44インチ） 
x 幅: 48.2 cm（18.98イン
チ） x 奥行き: 75.58 cm 
 （29.75インチ）

2U RACマウント可能
シャーシ:

高さ: 8.73 cm（3.44インチ） 
x 幅: 48.2 cm（18.98イン
チ） x 奥行き: 75.58 cm 
 （29.75インチ）

なし

ラック重量 36.5 kg（80.47ポンド）、
最大構成

36.5 kg（80.47ポンド）、
最大構成

36.5 kg（80.47ポンド）、
最大構成

なし

選択可能なディス
ク容量

4.5 TB（論理容量は
67.5 TB）1

9.0 TB（論理容量は135 TB）1

18 TB（論理容量は270 TB）1

36 TB（論理容量は540 TB）1

36 TB（論理容量は540 TB）1

72 TB（論理容量は1.08 PB）1

次の4種のポストRAID構成
を利用可能: 1 TB、2 TB、
4 TB、12 TB2

DR4300またはDR4300eで、
最大32台のDR2000vライセ
ンスをサポート。各DR6300
は、最大64台のDR2000vラ
イセンスをサポート。

拡張ユニット容量
3

拡張シェルフ1台の最大容量:

18 TBポストRAID（論理容量
は270 TB）1

最大2シェルフ:

18 TBポストRAID（論理容量
は270 TB）1

36 TBポストRAID（論理容量
は540 TB）1

最大4シェルフ:

18 TBポストRAID（論理容量
は270 TB）1

36 TBポストRAID（論理容量
は540 TB）1

72 TBポストRAID（論理容量
は1.08 PB）1

なし

ワット数 750 W（冗長電源） 1,100 W（冗長電源） 1,100 W（冗長電源） なし
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機能 DR4300e DR4300 DR6300 DR2000v

電圧 100～240 VAC、自動レンジ
調節、50～60 Hz、10～5 A

100～240 VAC、自動レンジ
調節、50～60 Hz

100～240 VAC、自動レンジ
調節、50～60 Hz

なし

熱放散 2,891 BTU/時 （最大） 
 （750 W PSU）

4,100 BTU/時（最大） 
 （1,100 W PSU）

4,100 BTU/時（最大） 
 （1,100 W PSU）

なし

法令順守モデル E31Sシリーズ E31Sシリーズ E31Sシリーズ なし

最大スループット 21 TB/時（Rapidプロトコル
を使用する場合）

4
22 TB/時（Rapidプロトコル
を使用する場合）

4
29 TB/時（Rapidプロトコル
を使用する場合）

4
1.4 TB/時（RDAまたはOSTを
使用する場合）

5

バックアップソフ
トウェアの認定

AppAssure/Rapid Recovery 
 （アーカイブリポジトリの
みサポート）、NetVault 
Backup、vRanger、
CommVault Simpana、
Veritas Backup Exec/
NetBackup、ARCserve、
EMC NetWorker、Microsoft 
Data Protection Manager、
Veeam、IBM TSM、Oracle 
RMAN、HP Data Protector、
BridgeHead、Amanda、
Atempo Time Navigator

AppAssure/Rapid Recovery 
 （アーカイブリポジトリの
みサポート）、NetVault 
Backup、vRanger、
CommVault Simpana、
Veritas Backup Exec/
NetBackup、ARCserve、
EMC NetWorker、Microsoft 
Data Protection Manager、
Veeam、IBM TSM、Oracle 
RMAN、HP Data Protector、
BridgeHead、Amanda、
Atempo Time Navigator

AppAssure/Rapid Recovery 
 （アーカイブリポジトリの
みサポート）、NetVault 
Backup、vRanger、
CommVault Simpana、
Veritas Backup Exec/
NetBackup、ARCserve、
EMC NetWorker、Microsoft 
Data Protection Manager、
Veeam、IBM TSM、Oracle 
RMAN、HP Data Protector、
BridgeHead、Amanda、
Atempo Time Navigator

AppAssure/Rapid Recovery 
 （アーカイブリポジトリの
みサポート）、NetVault 
Backup、vRanger、
CommVault Simpana、
Veritas Backup Exec/
NetBackup、ARCserve、
EMC NetWorker、Microsoft 
Data Protection Manager、
Veeam、IBM TSM、Oracle 
RMAN、HP Data Protector、
BridgeHead、Amanda、
Atempo Time Navigator

1
容量の値は、すべてBase 10を使用して計算されています（1 TB = 1,000,000,000,000バイト）。全体的な重複除外率の平均（1/15）に基づく論理容量です。

2
リソース要件: 仮想CPU 4コア、8 GB RAM、200 GB（VMサーバ容量以外）。

3
拡張ユニットは、ベースユニットのサイズと同等以上でなければならず、必須の拡張シェルフライセンスのインストールが必要です。

4
RDA、Rapid NFSまたはRapid CIFS、10 GbE、および複数のバックアップサーバまたはクライアントサーバの接続を使用した場合に期待されるパフォーマンス。

5 
クライアント4台 x 2空間ストリームを使用するDR2000vで達成されるスループット。8 RDA、Rapid NFSまたはRapid CIFS、10 GbE、および複数のバックアップサーバまたはクライアントサーバの
接続を使用した場合に期待されるパフォーマンス。
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